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今年はコロナ禍が世界中に広がり、甚大な影響を与えています。レナフォも毎年実施してきた「自然林再生専門家研

修」はコロナのため取止めとなり、高尾小仏植樹祭・育樹祭だけはなんとか実施できましたが、参加者は例年の半分程

でした。なお深刻な状況が続いていますが、ワクチン接種のニュースも伝えられ、近い内に落ち着くでしょう。 

これに対し、より深刻な状況が既に発生し遙かに長期間継続し、益々深刻な状況を呈しています。地球温暖化現象で

す。洪水・干魃・森林火災・北極圏での氷床融解・永久凍土の融解など国連の IPCCが当初予測したスピードを遙かに

超えて進行しています。 

レナフォの活動を支えていただいている皆様は、この

深刻な状況を改善するため、自然林再生という具体的な

行動を起こしておられ、ありがたく敬意を表します。 

2年程前に「いのちの森づくり2020」という団体がで

きました。会長は宮脇昭先生、副会長は草山清和氏（出

雲大社相模分祠宮司）です。 

潜在自然植生の構成種を用いた森づくり事業を展開し

ている各種団体や個人が集って宮脇方式による森づくり

を一層推進しようと情報の交換・発信、植樹祭の実施、

国際シンポジウムの計画などを行っています。 

レナフォもその一員です。 

一連の活動の中でレナフォは技術指針の作成に関する幹事役を果たしています。「潜在自然植生を用いた自然林再生

技術指針」を作成し、この優れた手法をより強く広めて行こうという狙いです。発行は「潜在自然植生を用いた自然林

再生技術委員会」であり、委員長は尾林達成氏です。尾林氏は建設省四国地建の野村ダム（写真参照）で直轄事業とし

て最初に宮脇方式の森づくりを提案し導入した人物です。同氏を中心に学識経験者や実務家など 9 人の委員が 10 回の

改訂案を議論し練り上げた指針は既にほぼ出来上り、近々印刷製本の予定であります。 

宮脇昭先生（レナフォ永世特別顧問）が提唱実践してこられた潜在自然植生の構成種からなる森林再生は従来「防災

環境保全林」、「幼苗植栽手法による森づくり」、「ふるさとの森づくり」などと呼ばれてきました。宮脇方式の森づくり

が始まってから 50 年経過し、工場公害の時代から地球温暖化の時代へと私達を取り巻く環境も大きく変わりました。

世界各地で宮脇方式の森づくりが進み、次第にその哲学と高い効果が理解され始めてきたように感じます。 

技術指針策定を契機にこの手法の呼び名も「潜在自然植生を用いた自然林再生手法」、略称「自然林再生手法」、と呼

ぶことに「いのちの森づくり2020」では合意されています。「自然林」という言葉は従来の呼び名に比べ、より理解し

やすいと思います。 

レナフォもこの状況を踏まえ、12 月からホームページに英語版を掲載しました。「国際ふるさとの森づくり協会」と

名前に「国際」と冠しながら、今までホームページは日本語のみでした。これからは世界中の人々にレナフォの自然林

再生事業を知っていただきたく願っています。これは英語に堪能なレナフォ特別会員浦田未央氏のご尽力に拠っており、

深く感謝申し上げます。                                        （髙野 義武） 
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・共催：中日本高速道路(株)（NEXCO中日本） 

・後援：東京都環境局、八王子市 

・助成：イオン環境財団 

・協賛：AOI TYO Holdings(株) 

・協力：社会福祉法人進和学園いのちの森づくり友の会 

・主な参加団体（人数順）：NEXCO中日本、進和学園、(株)研進、 

㈱パソナグループ、東京エレクトロン(株)、鹿島建設(株) 

 

中央自動車道小仏トンネル掘削残土の盛土場で4回目となる植樹祭でした。植樹地は2箇所に分かれており、当日の

作業を一般参加者は傾斜の緩やかなエリアを、NEXCO 中日本と鹿島建設(株)は傾斜の急なエリアを担当しました。合

計1,089㎡。コロナ渦で参加人数は少ないだろうとの心配はありましたが、178名がご参加くださいました。コロナ対

策として、全員マスクもしくはマウスシールドを着用、受付では検温を実施し、消毒液を設置。開閉会式は簡略化し、

恒例の集合写真は中止となりました。開会式前後に降っていた雨も次第に上がり、曇り空で涼しい、絶好の植樹日和で

した。足元はぬかるんでいましたが、皆様のご協力もあり、38種類3,868本無事に植えることができました。 

 

  

本年5月23日（土）に予定されていた「高尾小仏

育樹祭 2020 春」は新型コロナ感染拡大防止のため

中止となりましたが、現場の雑草の繁茂は著しいた

め、関係者限定企画として「育樹作業」を実施しまし

た。 

梅雨入り間近の曇り空の中、関係者43名によって

高尾小仏植樹祭2017、2018、2019年の各植樹地に

おいての草抜きが行われました。 

チャドクガの毛虫の発生が確認されており、軍手

の中にはめる薄手のビニール手袋を配布し、感染症拡大防止の観点から、マスクも配布しました。 

雑草は、最も繁茂していたイタドリをはじめ、セイタカアワダチソウ、つる性植物やイネ科植物などが苗木を覆いつ

くす勢いで繁茂していました。また、2019年植樹地においては、昨年の台風の影響で倒れた苗木が目立ちましたが、植

え直し作業もできました。 

 

 

・参加団体（人数順）：(株)パソナグループ、NEXCO中日本、 

鹿島建設(株)、NPO法人あるが ハッピ 

ーフルーツ、(株)研進、進和学園、浅川

地区町会連合会 

 

前日から続く雨が、まだパラパラと降り続き、ひんやりとした

山の空気に包まれながら朝の開会式が始まりました。参加者数は69名。2班に分かれて草抜き作業をしました。オレン

ジ色のビブスを着たリーダーである植生工学士の声かけのもと、斜面の下部から上部にかけてゆっくり上りながら雑草

を抜いていきました。特に1年目の森では、苗木も1メートル弱の小さなものが多く、初参

加の方からは「どれが雑草で、どれが苗木かわからない」との声も多く聞かれましたが、リ

ーダーに見分け方等を聞きながら、段々と慣れてきた様子で、順調に草抜きは進みました。

天気も少しずつ回復してきて、蒸し暑い中での作業となりました。 

作業後、この高尾小仏の森づくりを応援してくださるシンガーソングライターのいまむら 

瞭さんと溝端育和さんによるミニコンサートが開かれました。こちらの歌は記録動画の

BGMにも流れ、感動的です。(レナフォHP動画集参照) 

レナフォ主催の森林再生活動 

高尾小仏植樹祭 2020         （9月27日 東京都八王子市裏高尾町 都立高尾陣場自然公園内） 

高尾小仏育樹作業 2020春        （6月6日 東京都八王子市裏高尾町 都立高尾陣場自然公園内） 

高尾小仏育樹祭 2020秋        （9月20日 東京都八王子市裏高尾町 都立高尾陣場自然公園内） 
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草・土・石は地球資源だ！ 活用しろ！ 

「ダメだ こんな土じゃあ木は育たない」 

宮脇昭先生の怒鳴り声が植栽予定地に響き渡った。先生は植栽基

盤の縁に移植ゴテを何度も突き刺した。 

長さ 30cm の移植ゴテは半分程入るが固い地盤に阻まれ、それ以

上は入ろうとしない。湘南国際村での5回目の植樹祭当日、2011年

11 月 6 日早朝のことだ。前日から泊まりがけのボランティアで植

樹祭の準備してきた人達20人は驚いて先生を注視した。 

「この客土は一見良質に見えるが、栄養分が全く無い、体裁だけ

整えるな」 

「周りにある枯草や有機物を含む土を植栽地の中へ入れ、客土と

よく混ぜ合わせろ」 

「ここに居る全員で、今からすぐやれ」 

先生の声に尻を叩かれ、皆あわててスコップを取って植栽地の周

辺の枯草や土を客土の上に蒔いた。350人の市民が集まる開会式ま

で 1 時間も無い。間に合うだろうか？ 20 人は必死の作業で汗ま

みれになる。美しく整形された黒い客土の表面は枯草や腐植土が交

じり凸凹になる。開会式予定時刻の直前になって、先生の声が響く。 

「そもそもここの責任者は誰だ」 

レナフォの一人が先生に近づき、はい私ですと頭を下げた。みん

なの前でこっぴどく叱られる覚悟が出来ていた。先生はニヤッと

笑った。そして急に静かな説得口調になり「よし、もういいだろう。

植栽地は根がしっかり地面の中に伸びるように、次回から70cm以

上耕転しなさい。現地にある草や表土など使える材料をフルに活

用することだ。これらは大切な地球資源だ。石塊もわざわざ植栽地

の外に出す必要は無い」 

この日を境にレナフォの基盤整備方針がガラッと変わった。そ

れまでは基盤整備を地元造園業者に任せきりであった。彼らはお

偉いさんや多数の市民の集まる植樹祭と聞いて、見てくれの良い

美しい舞台を作ろうとした。 

その次の植樹祭からはレナフォスタッフが事前に客土の土取場

を確認し、耕転作業に立ち会った。地域で発生し燃えるゴミとして

有料処分されていた草や剪定枝を集め、堆肥にして活用した。現地

に生えている草はそのまま表層土にすき込んだ。 

大切なことを学び、レナフォが変わった日である。 

  

森づくり物語 

その 1  （湘南国際村編） 

周りの表土を植栽地に蒔くボランティア 

無事に開催された植樹祭 

背後は順調に生長する再生自然林 

5年後（2016年5月7日撮影） 
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温暖化危機と種の大量絶滅の時を迎え、子孫のために今すぐに行動を起こしましょう。その一つが潜在自然植生を用

いた自然林の再生です。哲学・信念・ノウハウを持っていれば決して難しいことではございません。これらを短期間で

身につけ、すぐに行動ができる方法として「自然林再生専門家研修」があります。 

次回の専門家研修は以下の日程で開催を予定しております。但し、新型コロナウイルス感染症の拡大と感染防止を鑑

み、開催を中止または延期となる可能性がございます。予めご了承ください。 

 

 

 

 

 

2020 年 10 月 17 日、レナフォの 2020 年通常総会が横浜市内

「もみじざかじょいぷらざ」で行われました。 

総会では過年度の報告・新年度の計画が審議された他、新たな

役員が次のように決まりました。副理事長兼事務局長に髙橋秀行

氏、理事に中村宏氏、監事に飯尾久男氏です。 

宮脇昭先生は、「永世特別顧問」と改め、副理事長として長年ご

尽力いただいた恩田重男氏は「特別顧問」となりました。 

「自然林再生専門家研修 2021」の開催について (予定) 

【日程】2021年7月17日(土)、18日(日)、19日 (月・祝日) 

（編集制作：髙橋 絵莉子） 

NPO法人 国際ふるさとの森づくり協会 （ReNaFo）  

東京事務所 〒154-0023 東京都世田谷区若林5-21-1 TEL：03-3422-2765  FAX：03-6805-2794  

長野事務所 〒389-1223 長野県上水内郡飯綱町袖之山497-4 TEL：026-253-4740 FAX：026-400-5651 

 

2020年通常総会のご報告 

英語版を新設しました！詳しくはホームページ( http://renafo.com/)の「English」より 

または、左記QRコードからご確認ください。 

 

 
 

 

ふるさとの森づくりに関わる植樹祭、育樹祭、講演会等の情報を提供するメールマガジンです。 

ご登録はホームページ登録フォームより、ぜひご活用ください。 

 

 
 
 
ホームページにて最新作「2020 高尾小仏 育樹祭／植樹祭」をご覧いただけます。 

 

 

 
 
 
 

レナフォの活動は企業や諸団体からの助成金と、会員の皆様からの年会費を資金源にしています。 

 会員申し込み・詳細はHPをご覧ください。 

 年会費は、個人正会員6,000円 同賛助会員3,000円  

 団体正会員100,000円 同賛助会員50,000円 

 

 

レナフォからのお知らせ

◆ 最新情報は、ホームページをご確認ください  

英語版HP 

◆ 森づくりマイスターマガジン登録 (無料)  

◆ 動画集をご覧ください♪ 

動画集 

マガジン 

◆ ふるさとの森づくりの仲間たち「会員」募集中です  

日本語版HP 

入会のご案内 


